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“フィレンチェで考え
そのごのご”（一）

三原内科クリニック　　
 喜久村　徳清

　旅は人生に似るという。詩人ダンテの生家が
あるというのでたどり着いてみたら、今ではカ
フェが建ち、チャッキリス風の若者 4、5 人が
たむろして珍しそうに旅

ガイジン

人をみた。道の向かい
側にはたまたまピノキオグッズ店があり、ここ
ではのんびり退屈そうに店番をしている若者
がいた（写真 2）。サンタ・クローチェ教会前
の広場（写真 3）は古代サッカーが行われ発祥
の地を誇っているが、団体旅行の解散場所とな
り、教会内の墓石は翌日訪れることに決めた。

　拙稿は昨年 5 月連休、イタリア旅行の際の一
部をつづったものです。
　ガイドの話を耳にしながら 5 月 3 日午前、ヴ
ェネツィアよりフィレンチェへむかう高

ハ イ ウ ェ イ

速道
を大型バスの中で快適に過ごす。「コロンブス
はイタリア人・ピノキオ童話はフィレンチェ産
まれ―は意外と知られていない。京都と姉妹
都市を結び交流が盛んで・・・・」。市街地を
横目に小路に入ってアルノ川南側の小高い丘
にあるミケランジェロ広場に着いた。そこから
望見される街は、比叡山よりはじめてみた京都
の街並を想いださせた。
　団体で昼食にフィレンチェ風ステーキをごち
そうになり観光に出かける。ジョットの鐘楼が
脇に立ち、「天国の扉」のあるサンジョヴァン
ニ洗礼堂の前に堂々と建っているドゥオーモ

（サンタ・マリア・デレ・フィオーレ大聖堂）
があり、その入口には当日券を求める人達で長
い列ができていた。団体客は予約済みの別の通
路よりスムーズに入場し、経験豊かな案内人が
感動与える話術でリードする。
　ヴェッキオ宮の広大な 500 人広間では、「皆
さんは今、中世の政庁舎に居るのです。議員し
か入れなかったこの場所で、当時の光景を想像
してみて下さい」。ウフィツィ美術館では必見
のボッチェリ、ジョット、ダ・ヴィンチ、ミケ
ランジェロ、ティチアーノの作品の前で手際よ
く説明する。撮影禁止の館中であり、（製本化
された画集に優る写真は撮れない。帰国後、い
つか存分に堪能しよう）と考えながらガイドに
従っていく。そして館内唯一の撮影許可所へ誘
導されると、そこから窓の外は撮影 OK（写真
1）。詩人ダンテが月をみて感動したというヴェ
ッキオ橋とアルノ川があった。

写真 1. ウフィツィ美術館より眺めるアルノ川と橋

写真 3. サンタ・クローチェ教会前広場

写真 2. ピノキオグッズ店
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　ミケランジェロ製作のダヴィデ像のオリジナ
ルはアカデミア美術館にあり、常々その魅力を
感じ、疑問（バランス、手背等）ももっていた
ので、自由時間を調整して、早朝訪れることに
した。たどりついた美術館の最奥端の巨大な円
形ドームの下には台座を含めて 6 メートルも超
える大理石に彫られたダヴィデ像が建ち、照明
効果や空間のバランスも絶妙で、近づくと絶好
のビューポイントがあり 1 人の老婦人が腰掛け
て見ていたのだがそのうち立ち去った。私は幸
運にもその場所からダヴィデ像を見ることがで
き、しばしの間、夢の世界へ誘いこまれるよう
な一日中でもそこに居れる様な至福の時間を過
ごすことができた（わかるでしょう。シニュー
リア広場にあるレプリカ（写真 4）とは全く異
なります）。
　たまたま早朝に来訪し至福の場所にありつ
いたが、旅の途中でまた出かけねばならない。
これもまた人生によく似ているとつくづく思
った。

　シニョーリア広場はかつては政治活動、現在
は市民の憩いの場として親しまれているが、天
井のある彫刻廊ロッジア・ディ・ランツィには
ヘラクレスとカウス、ネプチューンの噴水、サ
ビーネ女の略奪の彫刻が建ち並んでいる。フィ
レンチェの象徴ドナテルロの獅子像（写真 5）
はいかめしくみえるが、見る角度により表情豊
かに、ユーモラスにさえ見える。沖縄のシーサ
ーもふと思い出させて、そのルーツは？、ど
こ？、何？、今さらながら興味を湧きたたせる。

　3 日、夜 19 時 30 分、ローマ街道を北上して
夕食と夜景を楽しむオプショナルツアーに参加
し、出かけることになった。案内されたトラッ
トリア　OMERO で、少し硬めのビステッカを
地元のバージンオイルをかけて食した。少々濃
いめの緑の香ばしいかおりが口内にじわっーと
ひろがり、ワインを飲む。そしてあの、地中海
性気候の天空が待つミケランジェロ広場の丘へ
と、向かった。

（つづく）

写真 5. シニョーリオ広場、彫刻廊
ロッジア・ディ・ランツィにある獅子像

写真 4. シニョーリオ広場のダヴィデ像（レプリカ）
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夏休み

沖縄赤十字病院　　
 赤嶺　盛和

始まるラジオ体操に子供と一緒にでかけること
です。休日にも関わらず子供は早起きです。5
時 30 分ごろから張り切ってスタンバイしてお
ります。たまに当直後などのラジオ体操はこた
えますがやると結構すがすがしいものでした。
近所の広場で 50 人ぐらい集まってラジオ体操
を行っていました。近所の自治会関係の方々で
しょうか、4、5 人で毎日ラジオをかけて子供た
ちを誘導していました。しかも土日はお菓子の
ご褒美まで（インセンティブは大事です）。本当
にご苦労さまです。さてわが子のラジオ体操を
みているとおねえちゃんの方は真面目に上手に
体操をやっているのですが、息子の方はできな
いのか、なかなか覚えきれないようで、しっか
り手をあげた動作が覚えられないようです。し
かし本人はとても楽しくやっているようです。
そんな目でみていたらしっかり息子にチェック
されていました。どうも私もしっかりとできて
いないようでダメだしされてしまいちょっとへ
こんでしまいました。
　この夏目標のひとつにしていたことがありま
す。子供と海で泳ぐことです。いつもプールば
っかりだったので仕切りのない海で泳ぐのは怖
いみたいです。これはまずいと思い近くのビー
チに朝一番で泳ぎに行きました。最初はこわご
わでしたがそのうち楽しくなったようでなかな
か出ようとしない有様でした。日差しも強くこ
ちらがばててしまいそうだったので短い時間で
切り上げました。今度は涼しい時間帯を選んで
いこう。反省でした。でも海での子供のはしゃ
ぎっぷりはすごいものでこちらも元気をもらい
ました。
　8 月には名護のおじいちゃんおばあちゃん宅
へのお泊りにもいきました。私は自宅で留守
番。自然にかこまれたながら大変満喫できたよ
うです。
　旧盆の時にはいとこや兄弟、その子供たちも
集まりとてもにぎやかでした。家の前での花火
大会は恒例行事となりました。普段なかなかい
っしょになることも少ないのでとても楽しんで
いるようでした。だんだん親戚と一堂に集まる

　7 月も下旬にはいり夏休みがやってきまし
た。とはいっても 7 歳の娘と 4 歳の息子の、
です。
　父として何かイベントを考えねばなりませ
ん。昨年は休日に蝉とり（蝉とりのスポットが
わからず近所の琉球大学の中庭の木で鳴いてい
る蝉をとりました。）をしました。今年のネタは
まだ考えていません。娘に今年も蝉取りに行こ
うかと聞くと「蝉は 2 週間しか生きられないか
らかわいそうだよ。」といわれてしまいました。
やさしい娘に育ったなあ。今年はどうも蝉以外
に何か考えねば、でも息子はまだ蝉とりに食い
つくかもしれないと考えつつ週末を過ごしてい
ると飛んで火にいる夏の虫。自宅の網戸に蝉が
きて鳴いていました。これで息子はどうやら満
足しているようで蝉とりは終了となりました。
さて何にしようかと思っていたらマンションの
管理人さんが駐車場でオスのクワガタ 2 匹を見
つけてたまたま通りがかったうちの家族にゆず
っていただき飼うこととなりました。ちょうど
悩んでいた娘の夏休みの自由研究もクワガタの
生態をテーマとすることに。一石二鳥です。し
かし私自身クワガタをしっかりと飼ったことは
なく、エサも何かよくわかりません。たしかキ
ュウリと砂糖水だったような。しかし現在はす
ごいことにクワガタ、カブトムシ用のゼリー（し
かも 100 円均一ショップで！時代は変わりまし
た。）が売られており、それをかごにいれたら食
いつくように食べていました。クワガタに夢中
になっていた小学校時代を思い出しながらこう
して我が家のクワガタ飼育が始まりました。
　今年の夏休みは昨年と違い私の新たな duty も
決まりました。それは土日の朝 6 時 30 分から
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機会も少なくなり、独身の頃はちょっとめんど
くさいと思っていたこのような行事がとても楽
しみの場となっているのを実感します。今回は
さらにいとこも含めてのバーベキューを提案し
ました。といっても私はあまり慣れていないの
でいとこに頼ることとなりましたが。
　だんだん夏休みも残り少なくなってきて娘は
残りの宿題に追われる日々となってきました。
クワガタの生態のなかでもメインのテーマはク
ワガタは何を食べるか？人参、キュウリいろい
ろ試したようです。あまり私は役立たずで図
鑑を片手にいろいろ調べてやってました。クワ
ガタの大きさの測定ではかまれてしまいそうで
触ることができない娘に変わり父親の出番でし
た。背後からクワガタを持ち上げものさしで大
きさを測りました。写真も撮影し自由研究っぽ
くなってきたかなという感じです。宿題で最後
まで手こずっていた日記で一番楽しかったこと

は名護のお泊り。一番怖かったのはお父さんと
入ったおばけ屋敷。本格的なおばけ屋敷で大人
でも結構怖いなと思う本格的な仕掛けでした。
娘は二度とお化け屋敷にはいかないといってま
した。途中から怖くなっていた娘を半ば強引に
屋敷をすすめていったので悪者になってしまい
ました。まあまあこうして案外あっという間に
終わった夏休みでした。1 年前、2 年前と同様
こちらはあっという 2 か月間だったのですが
思い出してみると毎年子供たちはいろいろな経
験をして成長しているのを感じました。彼らに
とってはひとつひとつが新鮮な経験なのでしょ
う。来年はどんな夏休みになるのだろう。その
うち部活動や塾で忙しくなって親はそっちのけ
になるかもしれない。忙しいといってかまけて
いないでたくさん楽しいことをまた来年もやり
たいものです。
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APDEC2013
Asia-Pacific Diabetes,

Epidemiology,and education 
training Course に参加して

中頭病院　　　　
 湧田　健一郎

た準備としては英語のブラッシュアップ程度で
した。日々の勤務の忙しさもあり、月日はあっ
という間に経過し、出発の日となりました。期
間は 2013 年 8 月 25 日から 8 月 30 日までの 5
日間、韓国のソウル大学内にある Hoam Faculty 
House という施設で泊まり込みのトレーニング
でした。現在は観光地として日本人にも人気の
高いソウルですが、実は私にとってははじめて
の訪問だったので、全く状況が分からず、本な
どでの簡単な情報を頼りに状況を想像しまし
た。スリに注意、タクシーで騙されやすい、設
備が充実しておらず不便である、などと、勝手
にマイナスな雰囲気を想像していたのですが、
実際、ソウルに到着し、自分の勘違いの甚だし
さに呆れてしまいました。到着してみると、日
本の都市とほぼ同等、全く不便はありませんで
した。インターネットに関しても非常に整備さ
れており、皆スマートホンを使用していました。
ソウル金浦空港に到着後、全く行き方もわから
ないので、案内所で確認すると、英語よりもむ
しろ日本語が通じたことで、これまたびっくり。
なるほど、いかに日本人観光客が多いかが伺え
ました。空港よりバスにてソウル大学に到着後、
タクシーを利用し、（校内は広く、正門入口か
ら施設までタクシーで 10 分近くかかりました。）
なんとか会場、宿泊施設に到着しました。
　到着当日は welcome reception が開催され、
主催者、講師の先生方の挨拶などを聞いた後、

　皆様はじめまして。私は 2003 年に順天堂大
学を卒業し、今年 4 月より、中頭病院、代謝内
分泌内科に勤務しております。
　今 回は 、 A P D E C （ A s i a - P a c i f i c  
D i a b e t e s , E p i d e m i o l o g y , a n d  
e d u c a t i o n  t r a i n i n g  C o u r s e ）とい
うトレーニングコースに出席し、とても感銘を
受けましたのでご報告いたします。
　このトレーニングコースを知るきっかけとな
ったのは、所属する日本糖尿病学会から、同ト
レーニングコースの参加者を若干名募集すると
の知らせを受けたことでした。条件は、年齢制
限、英語での会話ができること、のみであった
ため、日頃から有意義な勉強の機会があれば積
極的に参加したいと思っております自分にとっ
てはまたとないチャンスだと思い、早速レジュ
メを作成し応募してみました。数週間後、主催
者側からメールが届き、参加できる旨を確認し
ました。詳細内容に関しては主催者側、日本糖
尿病学会からもそれほど伝えられず、私の行っ

チームメイトとのディスカッション
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食事となり、私の所属するグループが発表され
ました。今回の参加者は約 37 人、指導員、約
19 人で、計 6 つのグループに分けられ、私の所
属するグループ 4 には 7 人、出身国は私以外に
タイ、マレーシア、香港、モンゴル、中国、韓
国と様々でした。翌日より早速授業が開始され
ましたが、朝は 8 時から 15 時までが講義、そ
の後はグループに分かれ、グループディスカッ
ションを 18 時過ぎまで行うといったかなり内
容の濃い日程でした。（グループディスカッシ
ョンは連日行われ、最終日にプレゼンテーショ
ンを行い、優秀なチームを表彰するといった内
容になっていました。）講義では疫学、統計学、
糖尿病に関しての遺伝子疾患など非常に多彩
で、奥深い講義が、著名な講師の先生によって
行われました。正直卒業後 10 年間臨床畑に身
を置いてきた自分にとっては、疫学、統計学と
は全くと言ってよいほど無縁で、かろうじて論
文を読むときに参考にする程度でした。しかし、
今回の講義を通して、臨床結果を如何にして統
計学を用いつつ観察し、有意差を評価し、応用
していくかを学ばせていただきました。私にと
っては、それはあたかも、現状を未来につなげ、
反映していく方法を学んでいる感覚で、非常に
興味深く拝聴しました。更に驚くべきことは、
参加者（話しかけた中ですが、おそらくは半分
以上）は研究に特化している方は少なく、だい
たいは臨床の第一線で働いている医師、看護師、
栄養士、その他のコメディカルの方々で、何れ
も高いプロ意識を持ち、疫学、統計にも精通し
ており、積極的にこのような国際カンファレン
スなどに参加し知識を高め、自分の地域に還元
することに精進している方々ばかりだったとい
うことです。彼らと机を共にする中で、日々の
雑多な仕事に追われ、基礎的な分野から目を背
けていた自分を反省することができ、また、持
っていた臨床≠疫学の偏見が自分の中で明らか
に崩れ去っていくことを感じました。臨床医と
して大切なのは一人一人の患者さんをしっかり
診ていくことには変わりはありませんが、それ
とは別に過去、現状を把握し、未来につなげて

いく全体的な目を持つこともやはり重要なこと
だと改めて痛感しました。さて、そのような濃
密な講義が 5 日間続き、最終日にチームディス
カッションの成果であるプレゼンテーションが
行われました。チームディスカッションは、研
究テーマを設定し、対象患者、観察項目、追跡
期間等を決め（架空のもの）、推察、研究デザ
イン、アウトカム、方法の作成等を 4 日間で行
い、5 日目にプレゼンテーションするというも
のでした。先ほども申しました通り、研究とは
無縁であった私にとっては非常にハードで、あ
る意味、自分に対する挑戦とも思われるディス
カッションとなりましたが、とても優秀で積極
的な仲間に支えられ、何とか成し遂げることが
できました。テーマは、兼ねてより私の興味の
あった「食事と、糖尿病の関係」の意見が採用
され、「玄米、白米の 2 型糖尿病患者における
影響」で決定しました。アジア、特に環太平洋
地域において、いかに大量に白米が摂取されて
いるかに触れたうえで、この研究が我々の人体
に大きく影響を及ぼす可能性を示し、2 型糖尿
病患者に対して玄米、白米の影響の違いを探る
といった内容でした。推論としては白米と比較
して玄米摂取をした群がヘモグロビン A1c の低
下が期待できるといったものでした。日々の綿
密なディスカッション、チームワークの良さも
あり、プレゼンテーションは非常に好評で、我々
のチームは優勝を勝ち取ることが出来ました。
　今回のトレーニングではまるで学生時代に戻
った気分で打ち込ませていただき、勉強に集中

我々のチームで作成した研究デザイン
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できる楽しさ、有難さを実感できたとともに、
疫学、統計学という自分にとって縁遠かった、
そしてとても重要な分野に気付かせていただき
ました。医師として働き始めて 10 年が経過し、
日々の業務に忙殺される毎日となりがちでした
が久々に「学び、成長することは楽しい。」と
いう原点に戻り、学問の大切さを再認識する非
常に良い機会となりました。今後もこの気持ち
を忘れず勉強を続け、日々の臨床に役立ててい
きたいと思います。

　最後に、このような素晴らしい機会を与え
てくださった主催者である Korean Diabetes 
Association（KDA）、International Diabetes 
Federation（IDF）の皆様、ご紹介してくださ
った日本糖尿病学会様、留守中に病院業務を負
担していただきました中頭病院、ちばなクリニ
ック代謝内分泌内科の医師、看護師、コメディ
カルの皆様、そして、家族に感謝いたします。

チームメイト、チューターとの集合写真


